
順位

H17

0.2

H17

0.2

H17

6

H17

5.5

3,642

13,774 0.212,351

502,659475,428

0.1

0.2

369,376

2,317 4,371

14,477

568,298277,799 3.7

7.3

0.1

95.6

100.0 100

100.0

91.3

378,6393.7

◆総合計画における位置付け等

81.4

指標５
（単位：　）

94.9

100.0

平成21年 7月17日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標３
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：%　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

目標値

第３章　子どもが健やかに育つ環境づくりをめざします

平成20年度（決算）

8,926,604 9,252,756

360,033

事業費

年度 平成19年度（決算）

健康福祉局

こども施設課

１　施策の目的

粕谷　哲司課長名

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

増減の主な理由

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

12,644 13,032

83.5 84.1

指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

人件費 357,595

目標値の考え方（根拠）

88.2 100.090.0

実績値実績値 目標値 目標値

95.0

120.0 100.0 100.0221.0

95.6

指標１
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

80.0

7.6

97.8 99.093.6

100.0

総事業費・人員
（単位：千円・人）

基準値

91.3

90.1 88.2

目標値

入会児童数／入会希望児童数×100
H17年度入会児童数：2.681／入会希望児童数：2.824(入会希望
申請書の届出数)

現状設置数／全公民館区数×100
H17年度設置数19／全公民館区数23のうち19箇所設置

次世代育成支援に関するアンケート結果よ
り、市民ニーズは主たる保育サービスに集
中する傾向にあるが、隙間を埋める事業とし
て必要性のある施策である。一方で、児童ク
ラブの延長開設など、他の子育て支援サー
ビスが充実してきたことから、目標値を再設
定する。

国の評価基準に基づき、平成21年度の目標値を
10組に設定。次世代育成支援対策交付金の交付
対象事業及び評価基準で)育て親子が一度に利
用して差し支えない広場のスペースが概ね１０組
以上となっていることから目標値と設定

児童クラブ入会希望者全員の入会を達成予
定とする。

ファミリーサポートセンター会員登録
率

13120

平成13年度に策定した児童厚生施設整備
計画に基づき、各館の建設を主要事業計画
で定めている。

本年度会員数／目標会員数×100
H20年度会員数：1,274人／目標会員数：1,300人

平均参加組数／目標参加組数×100
H17年度平均参加組数：5.7／目標参加組数：7組

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第１節　子育て環境づくりの推進

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

子育て支援の充実

２　施策の概要
　前期行動計画に基づき、子どもを持つ家庭を地域で子育て支援する「相模原市ファミリーサポートセンター事業」や「子育て広場」の運営を
行うとともに、放課後子どもプランの推進や児童クラブの待機児童解消に努めるほか、児童虐待防止事業の取組や手当の支給、相談業務の
実施など、さまざまな子育て支援事業に取り組んでいる。

　近年、子どもたちと家庭を取り巻く社会環境の状況は、少子化の進行、家族の核家族化、地域コミュニティの希薄化等により大きく変化して
いる。このようなことから、次代を担う子どもたちの健やかな育成のために、平成１７年３月に「相模原市次世代育成支援行動計画」を策定し、
本市が今後推進していく子育て・子育ち支援施策の方向性や目標を定めた。また、平成２２年度から平成２６年度までを期間とする後期行動
計画の策定に向けた基礎資料とするため、平成２１年１月に市民約1万人を対象とした「次世代育成支援に関するアンケート調査」を実施し
た。

実績値

3

指標４

指標３

指標２

指標１

4

1

指標５

2

こどもセンター整備率

子育て広場の参加率

児童クラブ入会率

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大
限の効果を得られ
るよう、効率的に事
業を実施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
待機児童の解消に向け取り組む中で、新たな児童クラブ室の確保及び指導員等の人材の確保が難しい状況である。また、そ
れに伴う整備費や人件費といった経費も増大している状況である。

解決策
これまでの施策を継承しながら、児童館やこどもセンター、児童クラブといった本市の児童厚生施設の機能が重なり合う部分
の見直しを行い、児童にとっての視点を盛り込みながら、効果的な運営をめざしていく。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

　放課後子ども教室の実施に際しては、利用者に何かしらの金銭的負担を求めるべきである。
　また、重要度が高いにもかかわらず、満足度が低いことも課題であるため、原因を分析し、満足度を向上させるよう、積
極的に構成事務事業を見直されたい。

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.108で全119施策の中で89番目。
○重要度は4.151で28番目である。
○改善要望度は0.272で20番目である。

Ｈ20評価点

２次評価

評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

市民満足度

市民満足度調査に
より市民ニーズを把
握し、市民の立場に
立って事業展開して
いる

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

合計
１次評価

B

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施
策に対する目標の
達成度合いを把握
し、効果の高い事業
を実施している

子育て支援の充実

男女

20代

30代

40代
50代

60代

70歳以上

北部

西部
南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
性別 Ｈ21＊
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.108 89位 4.151 28位
男 3.184 55位 4.130 24位
女 3.014 110位 4.168 30位
２０代 3.115 66位 4.500 5位
３０代 2.794 115位 4.358 12位
４０代 2.939 104位 4.033 38位
５０代 3.230 38位 4.093 31位
６０代 3.118 103位 4.115 41位
７０歳以上 3.510 25位 3.871 76位
北部 3.114 91位 4.231 23位
西部 3.021 107位 4.169 27位
南部 3.114 77位 4.095 35位
津久井 3.118 75位 4.063 36位

満足度 重要度
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